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課題と管理の現状

特集 水稲病害虫防除の新戦略 ( 1 )
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稲 栽培面積 は 生産調整等 に よ り 年々 漸減 傾向に あ る

が， 害虫の発生量 は一 向に 減 ら な い。 幼 穂形成期 を境に

初 ・ 後期 に 分 け る と， 初期害虫で は イ ネ ド ロ オイ ム シ ，

イ ネ ミズ ゾウ ム シ， 後期害虫で は斑点米 カ メ ム シ 類， コ

プノメ イ ガ， イ ネ ット ム シ等 の発生が最近問題 に な っ て

い る 。 実際に は初期害虫 の 多発地で は育 苗箱施薬， 側条

施薬， 後期害虫 で は 地上散 布と航空 防除 に よ っ て 行 わ

れ， 計 2�5 回 の防除が行わ れて い る ( 図一1) 。

近年， 水稲 の 病害 虫 防 除 に は 低 コ ス ト 化， 良 質米生

産， 環境保全等が要請 さ れて い る 。 最近殺虫 ス ペ ク ト ラ

ムが広 く残効の長い育 苗箱施薬剤が普及 し ， 新た な害虫

管 理対策 を 講ず る 必要が生 じて き た 。 本報で は， 稲害虫

管 理の現 状と課題 に つ い て 述べ る 。
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図 ー 1 現行の稲害虫管理の流れ図

て き た 。 最近 は 関東や東北， 中 園地方の一部 で カ ー パ メ

ー ト 系薬剤への感受性 低下が問題 とな っ て い る (平井，

1996 ;佐藤， 1996 ; 大谷・ 清 水， 1996) 。 水 田 へ の 早期

侵入や 6�7 月 が低温 湿潤気象 に な り 幼虫発 生の 長期化

が予想 さ れ る とき に は， 残効性の あ る 薬剤 ( イ ミダク ロ

プ リ ド 箱粒剤， フ ィ プ ロ ニ ル粒剤) の使用 を 含 め ， 複数

回の施薬が 必要 とな る 。

2 イネヒメハモグリパエとタネパエ

6 月 上旬 ま で に 移植 さ れ た 稲 で， 低温で 活着が遅れ，

虫

1 イネミズゾウムシとイネドロオイムシ

日 本， 中 国， 朝鮮半島に 分 布す る よ う に な っ た イ ネ ミ

ズ ゾウ ム シ の発生面積 は ， 近年減 少傾向に あ り ， 水稲面

積の約 50% で あ る (図ー2) 。 し かし 常発田 で は 生 息密度

の減 少は な い よ う で あ る 。 例え ば 1997 年 の 茨城県 つ く

ば地 区の無防除 回で は 越 冬後成虫 は 株 当 た り 約 3 頭， 7 

月 上 句の幼虫 は株当 た り 20 頭の発生で あ っ た 。

日 植防の一 般委託 試験成績書 (関東東海) から 無防除

田 の幼虫 ・ 繭数 を ま とめ て 見て も， 年 次変動や水田 ご と

の 変動 は 若干見 ら れ る が， 侵入初期 1977 年の l 株約 20

頭を 温存 し て い る ( 図ー3) 。 現在， 防除水 田 の 株 当 た り

幼虫数 は 10 頭未満 と少な い。 防除 を 中 断す る と株 当 た

り 平均20 頭ま で は増 加す る と思わ れ る 。

イ ネ ド ロ オイ ム シ も全 国的 に 分 布す る 害虫であ る 。 近

年多 め で あ る ( 栽培面積の 2 1% ) 0 1997 年 は つ くば地区

は 冬から 春先 に かけ て 高温 傾向で あ っ た た め ， 早くから

成虫が 活動 し始め， 発生量 は 過去最多 に な っ た ( 図-4) 。

発生情報で は 注意報が出 さ れ た青森， 富山 を 含 め秋田，

千葉， 茨城， 三重， 滋賀， 島根の 各 県 で多発 し た 。 7 月

前半ま で低温 寡照が続 き 多発 し ， 水 田 の 3 割近 くが 白 く

な っ た地域 もあ っ た 。

1968 年以 降， 各地で薬剤感受性が低下 し 問題 とな っ
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図 - 3 イネミズゾウムシの株当たり幼虫・繭数の年次変動

(関東東海地区)
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図 - 4 イネドロオイムシ成虫数の年次別変化ーマコモ群落1 m'当たり(つくば)

乾田直播で. 5 月 前 半に 播 種し た 籾が低

温 に 遭遇し発芽が 遅れ， タ ネ パ エ に 産卵，

食害 さ れ発芽不能 に な る こ とが あ る 。 こ の

よ う に発芽 遅延が予想 さ れ る 場 合は地温の

上 昇を 待っ て 播種 し た り ， 有機 リ ン剤 を散

布し ， タ ネ パ エ の寄生 を 防 止す る こ とが 必

要 に な る 。

3 スクミリンゴガイ

こ の 貝は 埼玉， 千葉 県 以 西に 発生 し ，

1997 年の 発生 面積 は 62 ， 826 ha. そ の 8 割

余は 中 国， 四 国， 九州に あ る 。 本 貝は稲幼

苗を 主 に 食害す る の で， 湛水直播で問題 に

な る 。 対 策 とし て は 貝密度 を 1 m2当 た り

0 . 5 頭以 下 に 抑え る こ と (KIYOTA and 

Sα;AWA， 1996) が 必要 で， 湛直の場 合， 播

種後 に 1�2週間 落 水 す る と有効 で あ る

(和 田. 1997) とさ れ て い る 。 薬 剤 は 試験

中 で あ る が， メ タ ア ル デ ヒ ド 5% を 含 有す

る 粒剤 に 食害防 止効果 お よ び越 冬員密度低

減効果が認め ら れて い る ( 日 植防. 1997) 。

4 ニカメイチュウ

前年 8 月 以 降に 発生 し た 第 二 世代幼虫 に

よ る 被害が多 かっ た 地域や， 太稗品 種の 栽

培地域 で発生量が増 え て い る ( 同 14% ) 。

常発地では育 苗箱施薬で防除で き る 。 そ の

他の 地域で は 葉 鞘変色茎発生株 率10%以
上 に な っ た とき に (新 潟県) 薬 剤 散 布す

る 。

5 ヒメトピウンカ

全 国的 に 減 少傾向に あ る ( 同 34%. 図-

2) 0 1997 年 は 岐阜， 山 口， 香 川 ， 長 崎の

各 県 で多 く， 無防除田 で は 縞葉 枯病の発生

が 目 立 つた 。 常発地で は育 苗箱施薬が 必要

で あ る 。 縞葉 枯病抵抗性品 種を 栽培 し て い

る 埼玉県 で は， 同 病の 発生 面積 は 1986 年

以 降激減 し て い る ( 神田. 1996) 。

6 コパネイナゴ

1997 年， 関東では捕虫 網5 回 振り で約 8

頭と少な かっ た が， 新 潟県 で は 63 頭， 福

島県 で は 約 330 頭と要 防 除 水 準を 超 え た

( 日 植防. 1997) 。 多発地で は初 期害虫 の 防

除 用 の 育 苗箱施薬剤 で 同 時 防 除可能 で あ

る 。 6 月 中 に 若齢幼虫 を 対象 に 有機 リ ン 剤

水 面に 浮い た ま ま の稲葉 に 産卵が集 中 す る の で， 多発地 を散 布す れ ば防除で き る 。 若齢幼虫 の 要防除 密度 は設定

や低 温年 に は 箱施薬が 必要 に な る 。 さ れ て い な い が， 出 穂期以 降は 0 . 8 頭/株以上 が要防除

一一一 2 一一一
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水準と さ れて い る (石黒， 1992) 。

E 後 期 害 虫

1 イネッ トムシ

1997 年 は や や 多 め で関東 の 一 部 で 多 発 し た (8%) 。

例年， 遅植地帯や直播 栽培地域 で被害 は 多 く， 宮城県や

福島県 ま で発生す る 。 普通期 水稲の被害 は 少な く， 株 率

で数% で あ る 。 九州の一部 で は育 苗箱施薬 によ り 中期害

虫防除が行わ れ な くな り ， イ ネ ット ム シ の多発が顕在化

し て い る (寺本， 1997) 。

成虫 は 1 年 に3 回発生す る 。 5 月 下旬 �6 月 中 旬 に第

一回成虫が発生 し ， 水田 に 飛 来す る 。 成虫 は 休耕困の花

蜜 を 吸 っ て は イ ネ 葉 に産卵す る の で， オ モ ダカ の除草や

畦畔の タ ン ポポ等 を排除す る の も多発防 止に有効 と 思わ

れ る 。 暖冬 年 は 関東中部 ま で越 冬 可能 (平井， 1991 ; 高

橋， 1995) で， 夏の発生が多 くな る 。

8 月 上旬 に株当 た り 0 . 2 頭以上の 若齢幼虫が発生 し た

場 合， 防除が 必要 と な る (農研 セ ， 1997) 。 成虫 は 濃 青

色の 粘着板 に 誘 引 さ れ る の で (永野 ・ 平井， 1991) ， 同

材質で作製 し た 捕 獲器 (平井 ・ 竹内， 1995) の発生予察

への利用法が研究 さ れて い る 。

2 飛来性害虫類

1997 年の セ ジ ロ ウ ン カ の 飛 来数 は 平年 並み以下 で あ

っ た (同 41%， 図2， 6) 。 本 虫 は 普 通7 月 末 から 8 月

に多発す る 。 1985 年 の よ う に， 少飛 来で も夏 の 高 温 少

雨が増殖の 好適条件 と な っ て 9 月 に多発 し た 例(大矢，

1986) カまあ る 。

セ ジ ロ ウ ン カ の多発年 には ト ビ イ ロ ウ ン カ の発生 も多

い。 最近で は 1987， 90， 93 年 に多 かっ た 。 払 い 落 と し

調査 で は 9 月 以 降5 株 当 た り 幼虫 200 �600 頭で 坪枯れ

が発生す る 。 97 年は長 崎に飛 来数がや や 多 く， さ ら に 8

月 中 ・ 下 旬 に高 温 多 照に 遭遇し 個体 数 が 増 加し (同

9 %) ， 9 月 以 降北 陸以 西九州ま で 坪枯れが散見 さ れた 。

本 州の ツ マ グ ロ ヨコ バ イ ( 同 38 %) は 8 月 以 降 に 急

増 す る の で， ツ ト ム シ や カ メ ム シ との 同 時 防 除 を ね ら

い， 発生初期 にエ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤の 少量散布で

発生 を くい 止め る こ と がで き る (図-5) 。 要防除 水準は

7 月 下旬 で捕虫 網20 回 振り で成虫 5 頭以上 と さ れ て い

る (新潟県) 。

コ プノメ イ ガ は 6 月 中 旬以降飛 来す る が， 1997 年 の

発生 は 中 ~少で あ っ た (同 15% ) 。 こ こ 数年飛 来数 は 多

めで， 特 に 93 年 は 多飛 来が あ り ， 普通問題 にな ら な い

第一 世代幼虫 に よ る 食害 も激 し く， 収量 に影響 し た 。 96

年以降普及 し た 残効の長い育 苗箱施薬剤 ( フ ィ プ ロ ニ ル

1%粒剤) によ り ， ウ ン カ ， イネ ット ム シ ， コ プノメ イ

ガの 同時防除が可能 に な っ て い る 。

3 斑点米カメムシ類

現行で は斑点米や 枇の 原 因と な る カ メ ム シ 類の 防除 は

省け な い。 種類は 多 く地域 によ り 優占 種が異 な る 。 南向

き の 山林の下草で越 冬 し た 成虫が 6 月 に 水田周辺の 草 む

ら に飛 来し 出 穂を 待つ。 1997 年 の 発生 は 前年 よ り 少な

かっ た (同 17 %) 。 早期水稲 で は鹿児 島から ， 普通期 水

稲で は北海道， 千葉， 石)11， 福井， 島根， 奈良， 広島等

7 県 から 注意報が出 さ れた 。

ク モ へ リ カ メ ム シ は 出 穏期直前 から 水 田 に飛 来し稲 に

産卵す る 。 登熟期の 8 月 中 ・ 下旬 に幼虫 が多発 し ， 晩期

稲 を 10 月 ま で 加害 す る 。 ク モ へ リ カ メ ム シ の 要 防 除水

準は 8 月 前半の捕虫 網5 回 振り で 1 頭以上 とさ れて い る

( 千葉県， 農研セ ) 。 ト ゲシ ラ ホ シ カ メ ムシ 等は 糊熟期以

降の 堅くな っ た 籾も加害す る の で， 残効の あ る 殺虫剤 を

複数回， 広域一斉散布す る こ と が 必要 で あ る 。 移動性 に

富 む カ メ ム シ の 防除 に は 航空防除が効果的 で， 実施 し て

い る 地域が多 い。

皿 液剤少量散布

環境保全型農 業お よ び低 コ ス ト 稲作の 推進の た め に ，

乗用管 理機 に よ る 液剤 少量散布 は 有効 な 方法 で あ る 。 イ

ネ ットム シ や ツ マ グ ロ ヨコ バ イ の 防 除には 8 月 上 旬の エ

ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス の 少量散布 (25 1/10 a 散布 で慣行

散布 に比べ 有効成分 を 30%低減で き る ) が 有効 で あ る

が， 開花期 に 飛 来す る ク モ へ リ カ メ ムシ に よ る 斑点米の

防除 には， 8 月 下旬 に 2回目 の 防除 を 必要 と す る 。 こ の

少量散布 は天敵ハナカ メ ム シ の 個対数 を 低下 さ せる が，

ア シ ナガ グ モ 類への影響 は 少な い こ とが明 ら かにさ れ て

い る ( 図-5， 平井 ・ 竹内， 199 6) 。

W 航 空 防 除

航空 防除 は広域 に一斉防除 で き る の で効果 的 で あ る

が， 防除面積 は 年々 漸減 傾向に あ る 。 1997 年 は 水稲 栽

培面積 の 27% でヘ リ コ プ タ ー によ る 航空防除が実施 さ

れた。 無人ヘ リ コ プ タ ー に よ る 防除面積 は 漸増 傾向に あ

り ， 水稲 栽培面積の約 9% で あ る (農林水産 航空協 会資

料， 1998 . 1) 0 防除効果 は もち ろ ん 重 要 で あ る が， 環境

保全の観点、から 有用生物 に 影響 の 少な い薬剤 の 使用 が 必

要 と な る 。 ま た ， 現在 採用 さ れて い な い が， 要防除 密度

の調査 に基づい て 航空防除 を 実施す る こ とが 必要で， こ

れに は 中 ・ 長期的 な発生予察の確立が不可欠で あ る 。

V 無防 除 載培

北 日 本の よ う に害虫数が 少な い地域や 年 次は殺虫剤 の
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万全 と は言 え ないの で， 複数の管理
技術 を確立する必要がある。

図 -5 薬液少iiì:散布に よ る ツマグロ ヨコバイ の密度抑制 (新利根， 1995) 

捕虫網5回振り6反復 の平均捕獲成幼虫数

最近残効の長い育苗箱施薬剤が普
及して き たが， 害 虫 の 発生前 に 処理
するた め 低 コ ス ト の面か ら 問題があ
っ た り ， ツ マグロヨ コ ノTイ や イ ネヨ
ト ウ ， カ メム シ 類等 の 害 虫 に 効果が

期待で き ない等， 問題が ないわ け で
は ない。 育苗箱施薬剤 を基幹 と する
管理 に は予察法， 特 に 本田移植前の
中 ・長期的な発生予察法の確立が必
要 である。 こ の予察は難し く ， 現在
実用段階に は ないが， 農薬の購入や
航空防除の計画立案 に も 不可欠であ
る。 栽培者 による筈 虫 の 防除要否の
判断 に は， その発生情報 と 婆紡除水
準の周知 お よ び害虫管理法の普及指
導が基本に なる と 思 う 。
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